
総
務
省
関
東
総
合
通
信
局
は
３
月

25

日
、
不
法

無
線

局
開
設
者
を
電
波
法
違

反
で
検
挙

し
た
相
模
原
警
察

署
に
対
し
、

「
情
報
通
信
行
政
に
多
大
な
貢
献
が
あ
っ

た
」
と
し
、
同
署

大
橋
署
長
に

感
謝
状

を
贈
呈
し
た
。

相
模
原
署
は
昨
年
、
同
局
の

要
請
に

応
え
、
未
割
当
周
波

数
を
使

用
し
て
い

み
わ
り
あ
て

た
容
疑
者
２
人
を

検
挙
。
容
疑
者
は
高

出
力
の

ト
ラ
ッ
ク
無
線
を
不
法

に
使

用

し
て
い
た
と
い
う
。

同

署
生
活
安
全
課
で
は
、
無
線
を
使

用
す
る

人
は
一
部
の
小
電
力
の
ト
ラ

ン

シ
ー
バ
ー
な
ど

を
除
き
、
原
則
と
し
て

免
許
ま
た
は
登

録
が
必
要
だ
と

い
う
。

最
近
は
輸
出
向
け
の

無
線

や
海
外
製
の

ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
が

、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
で
簡
単

に
手
に

入
る
が

、
国
内

の

電
波

法
に
定
め
ら
れ
た

周
波

数
や
出

力
で
な
い
も
の

が
多
い
と
説
明
す
る
。

「
無
線
局
を
開
設
す
る

方
は
、
関
東
総

合
通
信

局
に
問
い
合
わ

せ
く
だ

さ
い
。

海
外
製
の
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
な
ど
も
日

本
の

電
波
法
に
適

合
す
る

か
よ
く
調
べ

て
く
だ
さ
い
」
と
の
こ
と
。
問
い
合
わ

せ
は

、
関
東
総

合
通
信

局

０
３
（
６

２
３
８
）
１
８
２

０
へ
。

緊
急
時
は

１
１
０
番
。
相
談
、
照
会
、

情
報

提
供
は

、
相

模
原

警
察
署

０
４

２
（
７
５
４
）
０
１
１
０
ま
で
。

■
絵
手
紙
三
人
展

４
月

13
日

～

25
日

９
時

30
分
～

16
時
、
県
立
相
模
原
公
園
グ
リ
ー
ン
ハ

ウ

ス
・
グ
リ

ー
ン
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
。
日

本
絵
手
紙
協
会
公
認
講
師
の
福
田
聖
子

さ

ん
、
設
楽
紀
美
子
さ

ん
、
大
角

幸
子

さ
ん
の

作
品
展
。

25
日

に
体
験
教

室

あ
り
ま

す
（
参
加
費

１
０
０
円
）
。
グ

リ

ー
ン
ハ
ウ
ス
入

館
料
は

一
般
２

０
０

円
、

65
歳
以
上
と
高
校
生
以
下
無
料
。

月

曜
休

館
。
問
合
せ
＝
福
田

０
４
２

（
７
４
９
）
９
７
７
５
。

■
相
模
原
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム
選
手
募
集

サ
ッ
カ
ー
を
始
め
た
い
新
小
学

１
・

２

年
生

男
女
対
象
。
サ
ッ
カ
ー
大
好
き

な

少
年
少
女
を

育
て
、
礼
儀

や
マ
ナ

ー

と

共
に
、
個
人
技
重
視
の

指
導
を
行
い

ま

す
。
練
習
は

平
日
１
回
、
土
日

１
回

で

１
ヵ
月
８
回
程

度
。
場
所
は
イ

ン
ド

ア
人
工
芝

グ
ラ

ン
ド
（
上
溝
６
丁
目
）
。

入

団
金
６
８
２

５
円

、
月

謝
７
８

７
５

円
ほ
か

。
申

込
み
＝
相

模
原
Ｆ
Ｃ

０

４
２
（
７
１
２
）
５
５
４
９
。

■
け
ん
ち
ん
う
ど
ん
作
り

４
月

17
日

９
時

30
分
～
正
午
、
横

山

公
民
館
で

。
手

打
ち
う
ど
ん
か
ら
作

り
ま
す

。
対
象

は
一
般
及
び
小

・
中
学

生
親
子
。
材

料
費
３
０
０
円
。
エ
プ
ロ

ン
、
三

角
巾
、
タ
オ
ル
持
参

。
申

込
み

＝
横
山
公

民
館

０
４
２

（
７
５
６
）

１
５
５
５
。
※
女
性
学
級
準
備

委
員
も

募
集
中
で
す
。
詳
細
は
公
民
館
ま
で
。

■
こ
ど
も
映
画
会

４
月

17
日


10
時
～
正
午
、
星
が
丘

公
民
館
で
。
コ
ボ
ち

ゃ
ん
の
交

通
安
全
、

魔
法
使

い
サ
リ

ー
、
釣
り

キ
チ
三
平
を

上
映
。
星
が
丘
地
区
交

通
安
全

母
の
会

か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す

。
当
日

直
接
会

場
へ
。
問
合

せ
＝

星
が

丘
公
民

館

０
４
２
（
７
５
５
）
０
６
０
０
。

■
春
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

４
月

18
日

８
時

50
分
ま
で
に

星
が

丘
公
民
館
集
合
。
相
模
川
新
磯
河
川
敷
・

相
模
の

大
凧
セ

ン
タ
ー
に
芝
ざ

く
ら
を

見
に
行
き
ま

す
。
お
弁

当
、
飲
み

物
、

交
通
費

３
６
０
円
（
相
模
線
上
溝
～
下

溝
間
往
復

料
金
）
持
参
。
申
込

み
＝
４

月

16
日
ま
で
に

星
が
丘
公
民
館

０
４

２
（
７
５
５
）
０
６
０
０
。

■
ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ
の
Ａ
Ｂ
Ｃ

４
月

18
日

９
時

30
分
～

15
時

30

分
、
富
士
見
公
園
で
。
親
子
で
ア
ウ
ト

ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ

や
竹
工
作
、
滑
車
を

使
っ
た
ロ

ー
プ
遊
び

を
し
ま
す

。
対
象

は
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
。
申
込
み
は
、

参
加
費
一
人
５
０
０
円
を

添
え
て
中
央

公
民
館
窓
口
へ
。
問
合

せ
＝

中
央
公

民

館

０
４
２
（
７
５
８
）
９
０
０
０
。

■
春
の
鎌
倉
ハ
イ
キ
ン
グ

４
月

18
日

午
前
７
時

30
分
、
Ｊ
Ｒ

矢
部

駅
集
合

。
春
の

鎌
倉
を
の
ん
び
り

散
策

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
自

由
時
間

も

あ

り

ま

す

。
参

加

費

約

１

８

０

０

円

（
交

通
費
、
拝
観

料
な
ど

）
。
定
員

30

名
。
申
込

み
＝

中
央

公
民
館

０
４
２

（
７
５
８
）
９
０
０
０
。

Ａ
Ｓ
Ａ
で
は
ベ
ル
マ
ー
ク
運
動
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
読
者
か
ら
お
預
か
り
し
た
ベ
ル
マ
ー
ク
を
近
隣
の
学
校
に
届
け
ま
す
。
ベ
ル
マ
ー
ク
を
集
め
た
ら
、
Ａ
Ｓ
Ａ
相
模
原
中
央

０
４
２
（７
５
２
）
９
４
９
７
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
！

◆相模原市の人口と世帯数（２月１日現在）＝人口７１２,８８３人（先月より４０人減）・世帯数２９９,１６０世帯（同２８世帯増）[2010年３月２８日発行]

元
気
な

掛
け
声
と

竹
刀
の
ぶ
つ
か
り

し
な
い

合

う
音
が
、
体

育
館
に
響
く
。
稽
古
し

て

い
る
の

は
、
小
学
生

か
ら
大
人
ま
で

の

28
名
の
会
員
。

中
心
と
な

っ
て
指
導
す
る
久
保

山
弘

一
郎
（
６
段
）
さ

ん
と

小
中
信

幸
（
５

段
）
さ

ん
は
、
共
に

中
央
剣
道
愛

好
会

で
学
ん
だ

幼
な

じ
み
。
「
基
本

を
し

っ

か
り

身
に
つ

け
、
長
く

楽
し
く
続
け
て

ほ
し

い
と
思

い
ま
す

。
挨

拶
や
相
手
の

気
持

ち
を
思

い
や
る

こ
と
な
ど
、
自
分

た
ち
が
教
わ

っ
た

こ
と
を

子
供
た

ち
に

伝

え
て
い

き
た
い
と
思

っ
て

い
ま
す
」

と
小
中
さ
ん
は
話
す
。

小

１
か
ら

続
け
る
古

賀
明
日
花

さ
ん

（
小
６
）
は
、
「
自

分
で

一
日
の

目
標

を
決
め
て
稽

古
す
る
よ
う
に
し
て

い
ま

す
。
精
神

的
な
面
で
も
学

ん
だ
こ
と
が

多
く
、
心
が
強
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
」

と
元
気
に

話
し
た
。
ま
た
、
小
３
の

娘

と
一
緒
に
稽
古
す
る
女
性
は
、
「
子
供

の
励
み
に
な
れ
ば

と
去
年
の
５
月

か
ら

始
め
ま
し
た

が
、
今
で
は
逆
に
励
ま

さ

れ
て
い
ま
す

。
少
し
ず
つ
向
上
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。
普

段
の
生
活

に

も
ハ
リ
が
出
て
充
実

感
を
感
じ
ら
れ
ま

す
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。

稽
古
は
毎
週
月

曜
日
と
木

曜
日
、
第

２
・
４
土

曜
日
の
午
後
６
時
～
８
時

、

中
央
小
学
校
体
育
館
で
行
な
っ
て
い
る
。

「
一
緒

に

剣
道
を
始
め
ま
せ

ん
か
。
見

学
や
体
験
も
で
き
ま
す
」
と
会
で
は
仲

間
を
募

集
し
て
い
る
。
小
学
生
は

中
央

小
や
富
士
見

小
の

児
童
が

中
心
。
連
絡

は

服
部
さ
ん

０
９
０
（
６

５
０
０
）

１
４
９
９
へ
。

■
あ
さ
ポ
ケ
次
号
は
４
月

25
日

の
発
行
で
す
。

学
期
末
に
な
る
と
小
中
学
生
は
学
校
に
た
め

て
い
た
テ
ス
ト
や
工
作
物
な
ど
の
作
品
を
家
に

持
っ
て
帰
り
ま
す
。
そ
の
テ
ス
ト
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
は
以
前
お
話
し
て
い
ま
す
か
ら
こ
こ

で
は
省
き
ま
す
。
今
回
は
子
供
の
工
作
物
や
絵

画
な
ど
の
作
品
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
お
話
し

よ
う
と
思
い
ま
す
。

手
前
味
噌
に
な
り
ま
す
が
、
私
の
家
で
は
未

だ
子
供
た
ち
の
当
時
の
作
品
を
残
し
て
い
ま
す
。

掃
除
し
た
り
引
越
し
し
た
り
す
る
と
そ
れ
ら
の

作
品
は
は
っ
き
り
言
っ
て
邪
魔
で
す
。
私
な
ど

は
自
分
が
大
事
に
し
て
い
る
本
で
さ
え
捨
て
る

こ
と
が
あ
る
の
で
す
か
ら
、
ま
し
て
や
子
供
の

そ
ん
な
小
中
高
時
代
の
作
品
な
ん
か
「
も
う
捨

て
て
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
」
と
言
う
と
、
家
内

は
決
ま
っ
て
「
だ
め
っ
」
と
私
を
叱
り
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、
子
供
た
ち
が
一
生
懸
命
描
い
た
絵

や
一
生
懸
命
作
っ
た
工
作
品
で
す
。
そ
う
粗
末

に
で
き
な
い
と
い
う
わ
け
で
す
。
そ
う
言
わ
れ

て
し
ま
う
と
無
碍
（
む
げ
）
に
捨
て
る
わ
け
に

は
い
き
ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も
家
で
は
、
子
供
が

学
校
か
ら
作
品
を
持
っ
て
帰
る
と
、
し
ば
ら
く

は
よ
く
家
の
壁
に
貼
っ
て
い
た
も
の
で
す
。
た

と
え
学
校
で
賞
を
も
ら
っ
て
い
よ
う
と
い
ま
い

と
、
で
す
。
期
間
限
定
の
即
席
「
家
庭
展
示
会
」

で
す
。
当
時
は
単
に
子
供
に
自
信
を
つ
け
さ
せ

る
こ
と
が
目
的
で
し
た
が
、
今
思
え
ば
、
子
供

の
「
自
己
重
要
感
」
を
高
め
る
役
目
を
果
た
し

て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
勉
強
さ
え
し
て
い
れ
ば
親
は
自
分
の
こ
と

を
認
め
て
く
れ
る
（
つ
ま
り
、
大
事
に
し
て
く

れ
る
）
」
で
は
、
子
供
の
心
は
ゆ
が
ん
で
い
き

ま
す
。
自
分
の
こ
と
を
本
当
に
愛
し
て
く
れ
る

の
な
ら
子
供
は
自
分
の
全
部
を
認
め
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
学
校
で
は
賞
を
取
れ
な
か
っ

た
作
品
で
す
ら
親
が
大
事
に
し
て
く
れ
る
と
い

う
姿
を
見
せ
れ
ば
、
自
ず
と
子
供
の
心
は
素
直

に
ま
っ
す
ぐ
に
成
長
し
て
い
き
ま
す
。
他
愛
も

な
い
こ
と
の
よ
う
に
思
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
意
外
と
こ
れ
は
効
果
が
あ
り
ま
す
。
な
ぜ

な
ら
、
逆
の
こ
と
を
考
え
て
み
れ
ば
よ
く
分
か

り
ま
す
。
例
え
ば
、
自
分
が
精
魂
こ
め
て
作
っ

た
料
理
を
「
こ
ん
な
の
お
い
し
く
な
い
っ
！
」

と
粗
末
に
扱
わ
れ
た
ら
気
分
を
害
し
ま
す
よ
ね
。

こ
れ
と
同
じ
で
す
。
大
人
で
さ
え
そ
う
な
の
で

す
か
ら
、
自
分
が
作
っ
た
作
品
を
無
碍
に
扱
わ

れ
る
と
、
子
供
な
ら
一
層
傷
つ
き
ま
す
。

勉
強
に
限
ら
ず
、
自
主
的
、
自
発
的
に
物
事

に
取
り
組
む
子
供
に
育
て
た
い
の
な
ら
、
こ
ん

な
と
こ
ろ
に
も
ち
ょ
っ
と
気
遣
っ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
。
絵
な
ら
壁
に
貼
り
、
工
作
品

な
ら
玄
関
に
で
も
飾
っ
て
あ
げ
て
み
て
く
だ
さ

い
。
子
供
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
イ
ヤ
で
も
上

が
り
ま
す
よ
。

『
絵
本
の
生
ま
れ
る
ま
ち
リ
バ
テ
ィ
・

タ
ウ
ン
』
を
目
指
す
相
模
原

中
央
商
店

街
協
同
組
合
（

横
山
房

男
理
事
長
）
主

催

の

第

５

回

絵
本

コ
ン
ク
ー
ル
の
入
選

作
品
が

決
ま

り
、
３
月

29
日


16
時
か
ら
、
市
立
産

業
会
館
４
階
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
る
。

同

コ
ン
ク
ー
ル
の

最
高
賞
で
あ
る
市

長
賞

に
は
、
清

新
小
５
年

・
近
藤

咲
良

さ
く
ら

さ
ん
の

作
品
『
パ
ク
リ

!!
』
が
選
ば
れ

た
。
な
お
、
昨
年

度
第
４
回
市
長
賞
の

小
布
施

歩
美

さ
ん
（

星

お

ぶ

せ

が
丘
小
・
受
賞
時
５
年
）

の

作

品
『
あ
な
か
ら
だ

し
て
』
が
製

本
さ
れ
完

成
。
出
版
記
念
式
典

も

同
時
に
行
わ
れ
る
。

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
体

操

金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
具
志
堅
幸
司
氏
が

３

ぐ

し

け

ん

月

23
日
、
中
央
中
学
校
（
小
西
保
勝
校

長

）
１
・
２
年

生
（
４
９
８
名
）
を
対

象
に
講
演
を
行
な
っ
た
（
＝
写
真
）
。

こ
の

講
演
会
は
、
神
奈
川

県
の
教

育

委
員
が
、
「
ミ
ニ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
キ
ャ

ラ

バ
ン
」
と
し
て
、
い
じ
め
や

暴
力

行

為

等
の
問
題
行

動
を
未
然
に
防
ご
う

と
、

県
内
の
公
立
学
校
を

訪
問
し
行
な
っ
て

い
る
も
の

。
今

回
は
、
同
委
員
で
あ
る

具
志
堅
氏
が
『
夢
を
あ
き
ら
め
な
い
で
』

を
テ
ー
マ
に
語
っ
た
。

具

志

堅
氏

は

、
生

徒
た

ち

に

ま

ず

「
皆
さ

ん
の
夢

は
何
で

す
か
？
」
と

問

い
か
け
、
自
分
の
今
の

夢
は
、
世
界

一

の

選
手
を
育
て
る
こ
と
。
技
だ
け
で
は

な

く
、
体

操
を
通
し
て
人
を

導
き
共
に

成
長
で
き
る
指

導
者
に
な
り
た
い
と

話

し
た
。
自

分
が
金
メ
ダ
リ
ス
ト
に
な

れ

た
の
は
、
目
標

を
持
っ
て
何
度
も
練
習

し
あ
き
ら
め
ず

に

努
力
し
た
こ
と
だ

と

い
い
、
中
学
２

年
の
時

、
大

阪
の

清

風

高

校
で
体
操
を

や
り
た
い
と
い
う
目
標

を
持
ち
、
苦
手

だ
っ
た

勉
強

を
が
ん
ば

り

、
初
め
て
勉
強

で
物
事
を
知
る
喜

び

を
知
っ
た
こ
と
、
「
本
気
に
な

れ
ば

何

か
が
変
わ
る
」
と
、
生
徒
た
ち
に
エ
ー

ル
を
送

っ
た

。
さ

ら
に
、
大
学

時
代
２

度
の

大
け
が
に
み
ま
わ
れ
た

時
も
、
仲

間

や
恩
師
の

励
ま
し
に
よ
っ
て
体
操

を

続
け
る
こ
と
が
で

き
た
と

い
い
、
「
苦

し

い
時
こ
そ

が
ん
ば

る
時
、
飛
躍
の

時

で
あ
る
と

感
じ
て
ほ
し
い
」
と

。
生

徒

た

ち
一
人
ひ
と
り
に
語
り

か
け
る
よ
う

な

、
具
志

堅
さ
ん
の

語
り
口
に
生
徒
た

ち
は
皆

、
熱
心
に
聞
き
入

っ
て

い
た

。

最
後

に

、
２

年

生

の

男

子

生

徒

が

、

「
ど
ん
な
つ
ら

い
状
況
で
も
、
夢
を
あ

き
ら
め
ず
に

努
力
を
続
け

て
い
き
た

い

と

思
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い

ま

し
た
」
と
お
礼
を
述
べ
、
大
き
な

拍

手
で
見
送
っ
た
。


